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器（MKID）の絶対偏光感度評価を行って、雑音等価温度感度（NET）でNET = 190-750 K √sを得た。
これはBICEP2実験を凌駕する世界最良感度であり、本シミュレータの有用性が示された。また、
MKIDを用いたCMB偏光観測検出器の偏光絶対感度評価はこれが初めてである。 
 本論文は、6つの章から成る。第1章では、序論として本研究の目的及び背景を明確にしている。第2
章では、新しいタイプの検出器であるMKIDについて述べている。第3章では、MKIDの評価環境構築と
電気的特性評価について述べている。第4章では、宇宙マイクロ波背景放射シミュレータと周辺システ
ムの構築過程を述べた。第5章では、このシミュレータを用いたMKID検出器評価を述べている。第6章
では、総括として以上の結果をまとめている。 
 
 以上の内容は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
したがって、高橋研太提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
